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登
山
ガ
イ
ド
と
は
、
山
の
自
然
や
歴
史
の
解
説
を
交
え
つ
つ
、
登
山

す
る
人
の
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
山
頂
ま
で
導
く
案
内
人
の
こ
と
で
す
。

気
象
、
生
物
、
地
形
な
ど
に
つ
い
て
の
講
習
を
受
け
た
後
、
市
に
認
定

さ
れ
る
鹿
屋
市
登
山
ガ
イ
ド
は
、
鹿
屋
市
観
光
協
会
が
窓
口
と
な
り
グ

ル
ー
プ
登
山
等
に
派
遣
さ
れ
、
鹿
屋
の
山
々
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

安
全
を
守
り
鹿
屋
の
山
の
魅
力
を

ガ
イ
ド
す
る
案
内
人
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令和５年１月１日現在（前月比）

  99,672人　（－　33）
  47,801人　（－　17）
  51,871人　（－　16）

・人口 ／
・男性 ／
・女性 ／

46,346世帯　（－　28）
448.15㎢ 

・世帯 ／
・面積 ／

１月 22日には今年の安全登山を祈念して、御
岳の山頂で朝日を眺める来光登山を決行。また、
高隈山の歴史や地形について実地でのガイド研
修も行いました。

旧高須中に集まったひな人形

2023 年トルコ ・ シリア地震災害 義援金

　 ２月６日、 トルコ南東部のシリアとの国境付近

を震源とする地震とその余震により、 ビルの倒

壊等の多大な被害が発生しました。

　 市では、 被災地復興を支援するため３月15

日（水） まで本庁及び各総合支所で義援金を受

け付けます。 温かいご支援をお願いします。

　旧高須中学校では「高須中のひなまつ
り」として、たくさんのひな人形が飾ら
れます。慣れた手つきで楽しそうにひな
人形を並べていく女性たち。説明書もな
いのに飾りつけていく様に感銘を受け
ました。ぜひ足を運んでみてください。
期間：3/3及び3/4 ～ 4/2の土・日曜日
時間：10:00 ～ 15:00
入場料：100円　※中学生以下無料

KANOYADEN

ごと「㈱ジェ

K

SPOT LIGHT
SPOT 
LIGHT
－　スポットライト　ー

地
域
で
活
躍
する

団体
をピ
ックアッ

プ
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鹿屋市登山ガイド

　鹿屋市登山ガイドは、平成 30年に認定された１期生のうち７人、昨年の４月に認定
された２期生 13人の合わせて20人が所属しています。高隈御岳と神野中岳のガイド
を行っており、月に１回の定例会等で山の地質や安全管理について情報共有をしながら
活動中です。登山者を安全に案内するのはもちろん、山を好きになってもらうために各
ガイドが工夫を凝らした特色ある案内をしています。
　３月 18日（土）には高隈山の山開きがあります。高隈山はユリ科の「タカクマホト
トギス」をはじめとした固有種が多数存在し、四季折々で豊かな生態系が広がる山な
ので、春には初心者の人もぜひ足を運んでいただいて山登りの楽しさを体験してもらい
たいです。

鹿屋市登山ガイド

　　　岡
おかどめ

留   洋
ひ ろ し

志  さん

　大崎町出身で、寿在住。中学校の理科
教師を定年まで勤める。山に限らずダイ
ビングや釣りなど自然が大好きで、登山
ガイドでは自ら撮影した写真を見せなが
ら分かりやすく解説してくれる。フォー
クギターで吉

よしだたくろう

田拓郎を弾き語るのが趣味。

がら
に各

ホト
山な
らい
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鹿
屋
の
風
土
は
、
先
人
た
ち
が
紡
い
で
き
た
も
の
が
今
に

伝
わ
り
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
歴
史
や
文
化

を
ま
と
め
た
「
か
の
や
風ふ

ど

き
土
記
」
を
編
さ
ん
中
で
す
。

　

今
号
で
は
か
の
や
風
土
記
の
発
行
に
合
わ
せ
、
現
代
に
伝

わ
る
「
地
名
」「
方
言
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ
で
本
市
の
歴
史

な
ど
に
触
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
周
り
に
伝
わ
る
名
前
や
言
葉
に
つ
い
て
関

心
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

私
た
ち
の
名
前
に
様
々
な
意
味
や
由
来

が
あ
る
よ
う
に
「
地
名
」
に
も
先
人
た
ち

の
思
い
や
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
地
名
を
調

べ
る
こ
と
で
、
土
地
の
変
遷
や
当
時
の
風

景
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

住
所
に
お
け
る
「
鹿
屋
市
○
○
」
の
○

○
に
あ
た
る
部
分
は
大
字
と
呼
ば
れ
て
い

た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
村
を
継
承
し
た

地
名
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
字
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
も
の
を
小

字
と
い
い
、
こ
れ
ら
の
地
名
は
土
地
の
歴

史
や
地
形
の
特
徴
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た

ほ
か
、
門か
ど
な名

を
も
と
と
し
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。
門
名
と
は
、
江
戸
時
代
に
薩
摩
藩

で
行
わ
れ
た
「
門か

ど
わ
り割

制
度
」
に
よ
っ
て
付

け
ら
れ
た
名
称
で
す
。
こ
の
制
度
は
農
家

数
戸
を
一
つ
の
「
門か

ど

」
と
し
て
農
地
を
割

り
当
て
て
租
税
な
ど
を
課
す
も
の
で
、
こ

の
門
名
が
小
字
と
し
て
残
っ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
明
治
時
代
に
戸
籍
法
が
制
定

さ
れ
る
と
、
小
字
や
門
名
を
そ
の
ま
ま
名

字
と
す
る
人
々
も
現
れ
、
私
た
ち
の
姓
の

起
源
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

小
字
は
市
制
施
行
や
合
併
な
ど
に
よ
り

廃
止
が
進
め
ら
れ
、
現
在
は
残
っ
て
い
な

い
地
名
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
地
元
や
年

配
の
人
々
は
今
も
古
い
地
名
で
呼
ぶ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

私私私私私私私
た
ち
た
ち
た
ち
た
ち
た
ち
の
名
の
名
の
名
の
名
の
名
のの
名
の
名
前
に
前
に
前
に
前前
に
前
に
前
に
前

様
々
様
々
様
々
様
々
様
々
様
々
な
意
な
意
な
意
なな
意
な
意
な
意意
味
や
味
や
味
や
味
や
味
や
味
ややや
由
来
由由
来
由
来
由
来
由
来
由
来
由
来来来

〇
方
角
や
位
置
か
ら

〇
方
角
や
位
置
か
ら
（
例
：
坂
ノ
下
）

〇
地
形
や
土
地
の
特
徴
か
ら

〇
地
形
や
土
地
の
特
徴
か
ら
（
例
：
大
平
）

〇
人
工
物
や
施
設
か
ら

〇
人
工
物
や
施
設
か
ら
（
例
：
二
子
塚
）

〇
社
寺
、
宗
教
、
信
仰
か
ら

〇
社
寺
、
宗
教
、
信
仰
か
ら
（
例
：
石
佛
）

〇
官
職
名
や
役
所
名
か
ら

〇
官
職
名
や
役
所
名
か
ら
（
例
：
国
司
）

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
時
代
な
ど
に
よ
っ
て
漢

字
が
変
化
し
た
地
名
も
あ
り
ま
す

【
例
】
志
々
女
↓
獅
子
目

　
　

  

狭せ

と門
・
狭
戸
↓
瀬
戸

旧吾平町の小字図

（昭和 35 年頃）
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小
字
に
は
初
見
で
は
読
め
な
い
地

名
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

は
い
く
つ
読
め
ま
す
か
？

①
生
栗
須
（
串
良
地
区
）

②
白
寒
水
（
串
良
地
区
）

③
上
別
府
（
高
隈
地
区
）

④
辰
喰
（
輝
北
地
区
、
串
良
地
区
）

⑤
愛
宕
（
輝
北
地
区
）

⑥
名
主
（
吾
平
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　

答
え
は
９
ペ
ー
ジ

　

今
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
小
字

で
す
が
、
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
古
い
地

名
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
地
域
に
根
付
い
た
今
も
息
づ
く
古

の
地
名
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

１
９
５
６
年
に
百
引
村
と
市
成
村
が

合
併
す
る
際
に
、
新
た
な
町
名
を
公
募

し
「
輝
北
町
」「
西
大
隅
町
」「
百も

も
い
ち市

町
」

の
３
つ
で
住
民
投
票
を
行
っ
た
結
果
、

輝
北
町
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

古
来
よ
り
こ
の
地
域
は
優
良
駿
馬
の

産
地
の
総
称
で
あ
る
「
驥き

ほ
く北

」
と
呼
ば

れ
て
お
り
、こ
れ
に
常
用
漢
字
の
「
輝
」

を
あ
て
て
輝
北
町
と
な
り
ま
し
た
。

大
隅
国
風
土
記
に
は
「
串
卜
」
と
書

か
れ
て
お
り
、
和わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

名
類
聚
抄
に
は
「
串

伎
」、
そ
の
写
本
で
あ
る
高こ

う
ざ
ん
じ
ぼ
ん

山
寺
本
和

名
抄
に
は
「
串
占
」
と
記
載
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
昔
、
国
を
作
っ
た
神
様
が
こ
の

地
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
髪く

し
ら梳

神
が
住
む

地
と
い
う
こ
と
で「
髪く

し
ら梳（

久
西
良
）村
」

と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
り
ま
す
。

　

１
８
８
９
年
の
町
村
制
施
行
に
よ

り
、
串
良
は
西
串
良
村
と
東
串
良
村
に

分
か
れ
、
１
９
３
２
年
の
町
制
施
行
で

西
串
良
村
が
串
良
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
中
期
に
書
か
れ
た
辞
書

「
和わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

名
類
聚
抄
」
に
鹿
屋
の
文
字
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。「
鹿
屋
」
の
由
来
は

①
古
来
よ
り
南
九
州
地
方
に
定
住
し
た

種
族
と
い
わ
れ
る
熊く

ま
そ襲

の
首
長
名

「
鹿か

や文
」
か
ら

②
大
隅
地
方
に
多
く
生
え
て
い
た
と
さ

　

れ
る
植
物
「
茅ち

が
や」

が
転て

ん
か訛

し
た

③
昔
は
鹿
が
多
く
生
息
し
て
い
た
か
ら

と
い
っ
た
３
つ
の
説
が
あ
り
ま
す
。

　

１
８
８
４
年
に
祓
川
、
中

な
か
ん
み
ょ
う

名
（
北

田
町
な
ど
を
中
心
と
し
た
地
域
）、
田

崎
、
高
須
の
４
村
が
合
併
し
鹿
屋
村

と
改
称
。
そ
の
後
、
鹿
屋
町
と
な
り

１
９
４
１
年
に
大
姶
良
村
、
花
岡
村
と

合
併
し
鹿
屋
市
制
へ
移
行
の
後
に
高
隈

村
と
垂
水
町
の
一
部
を
編
入
し
ま
し

た
。
２
０
０
６
年
に
１
市
３
町
が
合
併

し
て
現
鹿
屋
市
と
な
り
ま
す
。

　

７
９
０
年
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
「
続

日
本
紀
」
に
は
「
姶
𧟌
・
姶
𡤢
」
と
書

か
れ
て
お
り
、そ
の
後
「
姶
羅
」「
姶
良
」

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
町
村

制
実
施
に
よ
り
上
名
村
、
麓
村
、
下
名

村
が
合
併
し
姶
良
村
が
成
立
。
し
か
し
、

大
姶
良
や
姶
良
郡
と
の
混
同
を
避
け
る

た
め
に
１
９
４
７
年
に
吾
平
山
上
陵
や
、

神
武
天
皇
の
妃
で
あ
る
吾あ

い
ら平

津つ
ひ
め媛

の
漢

字
を
あ
て
、
吾
平
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
姶
良
郡
（
姶
良
市
）
は

も
と
も
と
始・

羅
郡
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
姶
羅
と
誤
用
さ
れ
今
に
至
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

KANOYADEN

種
族
種種
族
種
族
種
族
種
族
種
族族

「「「「「
鹿鹿鹿鹿鹿鹿かかかか

文文文文

②
大
②
大
②
大
②
大
②
大
②
大
②
大大
隅隅隅隅隅隅隅

KKKKKKKKKKK
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私
が
教
員
の
頃
は
、
子
ど
も
た
ち
の

間
で
「
方
言
は
ダ
サ
い
」
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
で
は
、
高

度
経
済
成
長
期
に
都
会
へ
就
職
す
る
た

め
に
共
通
語
を
使
う
よ
う
に
推
奨
し
て

い
た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
方
言

を
話
さ
な
い
世
代
が
で
き
て
、
方
言
離

れ
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
２
０
０
０
年
頃
を
境

に
、
全
国
的
に
「
方
言
は
守
っ
て
い
く

べ
き
文
化
だ
」と
い
う
風
潮
が
生
ま
れ
、

現
在
は
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
方

言
に
つ
い
て
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
口
に
鹿
児
島
弁
と
い
っ
て
も
、

薩
摩
、
大
隅
、
離
島
で
も
違
い
、
さ
ら

に
同
じ
大
隅
地
域
内
で
も
通
じ
な
い
方

言
が
あ
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
の
方
言
に
は

・
単
語
の
最
後
も
し
く
は
最
後
か
ら
２

番
目
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
付
く

・
古
語
が
語
源
の
も
の
が
あ
る

・
丁
寧
語
や
敬
語
が
あ
る

と
い
っ
た
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
共
通
語
を
話
し
て
い
る
つ
も
り
で

も
実
は
「
か
ら
い
も
普
通
語
」
と
呼
ば

れ
る
方
言
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、
鹿
児
島
に
住
ん
で
い
れ
ば
誰
し
も

が
自
然
と
鹿
児
島
弁
を
使
っ
て
い
る
く

ら
い
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

　

他
県
か
ら
来
た
人
に
と
っ
て
難
し
い

の
が
、
鹿
児
島
弁
を
話
す
年
配
の
方
々

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
私
は
介

護
職
員
初
任
者
講
座
で
「
介
護
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」
と
い

う
研
修
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
わ
ら
べ

歌
な
ど
の
音
楽
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

に
方
言
を
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

方
言
は
そ
の
地
域
に
根
付
く
大
事
な

文
化
。
言
葉
に
温
か
み
を
感
じ
、
相
手

と
の
距
離
も
縮
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
鹿
児
島
弁
と
い
う
価
値
あ
る
文
化
を

後
世
に
残
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
地
域
や
地
方
の
生
活
と
深
く
結
び
つ
い
て
い

る
「
方
言
」。
こ
こ
で
は
、
そ
こ
に
住
ま
う
人
々
の
口

と
耳
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
方
言
に
つ
い
て
触

れ
ま
す
。

教

頃頃頃頃頃

寧寧寧寧寧寧寧寧寧寧寧
語語語語語語語語語 坂

さ か た

田 勝
まさる

さん

鹿屋市出身。市内では下名小学校
や大黒小学校、寿小学校で教員を
務めた。自然が好きで、ふるさと
鹿児島や大隅の魅力
を再発見してもらお
うと、自身のホーム
ページで「ふるさと
情報室」を公開中。 ▲ふるさと情報室
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　鹿児島方言は一般的に、単語の最後から２番目
の音節を高くする「A型」と最後を高くする「B型」
があります。これは、鹿児島弁でない言葉を使う
ときにも見受けられます。

オオナナ
・・
ゴゴ（女）

カゴゴ
・・
ッマ（鹿児島）

さくらじじ
・・
ま

かごしし
・・
ま

A 型
ああ
・・
めめ（飴）

古語が語源といわれる言葉が多く見られます。

あたらし（もったいない）

古事記、万葉集　など

徒
と ぜ ん

然（ものさびしい）

徒然草

おらぶ（叫ぶ）

万葉集

古語 鹿児島方言
い）

　方言にはあまり敬語がありませんが、鹿児島方言
は話す相手が目上などの場合に使う敬語表現などが
あります。また、敬語表現に段階がある言葉も。

　ai が eに変化します。また、語尾の「ニ・ヌ・ノ・
ミ・ム」は「ン」になることが多いようです。

大根
（ｄａ

・
ｉ
・

ｋｏｎ）

犬（いぬ
・

）

デコン
（ｄｅ

・
ｋｏｎ）

イン
・

B 型
あめめ

・・
（雨）アンアンべべ

・・
（具合）

クッゾココ
・・
（靴底）

やくしまま
・・ たねがしまま

・・

語中の文字が「ッ」に変化します。

クッ（靴・口・来る　など）

コッゴ（国語）

強調を意味するなどの接頭語が多く使われます。

ヒッタマガッ（びっくりする）

ウッチョク（置く）

クククククク

コココココ

強

ヒ

ウウウウ

からいも普通語
　「私は鹿児島弁は話さないよ」と思っていませんか？その言葉、実は方言だったんです。鹿児島県人が公用語として（だと思って）話す「語り口」を「からいも普通語（標準語）」といいます。

共　通　語
からいも普通語

楽しいでした 楽しかったです
ほうきで掃わく ほうきで掃く
一緒に行くが 一緒に行こう

○○さんだがね ○○さんじゃないですか明日は休みけ？ 明日は休みですか？
後ででいいが 後でいいです

坂田さんの著書「かごしま弁入門講
座」を参考にさせていただきました。

アクセント 古語の名残

丁寧語・敬語

音韻の変化

促音化

接頭語の多用

アッタラシ

トゼン

オラブ

アイガトサゲモシタ

アイガトゴワス

アイガト

（ありがとうございます）

（ありがとう）

シヤッタモンセ
シヤッタモシ
シヤンセ
シヤイ
セェ

（してください）

（しろ）

KANOYADENKKKKKKKKKKKK
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カ
ニ
。
又
は
、
揚
げ
た
姿

が
カ
ニ
に
見
え
る
こ
と
か

ら
、
さ
つ
ま
い
も
の
天
ぷ

ら
の
こ
と
。

揚
げ
た
姿

ゴ
ム
。
マ
レ
ー
語
や
オ
ラ

ン
ダ
語
が
語
源
と
い
う

説
が
あ
る
。
ゴ
ム
ま
り
は

「
ぎ
っ
た
ま
い
」。

ゴ
ム
。
マ
レ

語
や

焼
酎
を
温
め
る
と
き
に
使

う
陶
磁
器
の
土
瓶
。「
黒

千
代
香
」
と
書
く
。
用
途

に
よ
っ
て
「
薬
ぢ
ょ
か
」

「
茶
ぢ
ょ
か
」
も
あ
っ
た
。

温
め
る
と
き
に
使

新
鮮
な
魚
。
塩
漬
け
に
し

な
い
で
も
食
べ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
「
無
塩
」
が
転て

ん
か訛

し
た
も
の
。

黒
板
消
し
。
オ
ラ
ン
ダ
語

の「
ｒ
ａ
ｆ
ｅ
ｌ（
擦こ
す

る
）」

か
ら
来
て
い
る
と
の
説
が

有
力
。

ダ
語

落
花
生
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
）。

「
ら
っ
か
せ
い
」
↓
「
だ
っ

く
ぁ
し
ょ
う
」
↓
「
だ
っ

き
し
ょ
」
と
訛な
ま

っ
た
。

ナ
ッ
ツ
）。

掻か

く
こ
と
。「
掻
く
」
に

強
調
の
接
尾
語
「
じ
い
」

が
つ
い
た
も
の
。

」
に

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
。
五

穀
豊
穣
の
お
供
え
物
を
３

種
類
５
個
ず
つ
準
備
す
る

時
間
か
ら
。

五

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
。「
ち
ん
」

と
い
う
強
調
の
接
頭
語
に

「
が
ら
っ
」
と
い
う
擬
音

が
つ
い
た
も
の
。

ん
」

適
当
。
語
源
は
「
大
概
」

か
ら
き
て
お
り
、
重
ね
て

「
て
げ
て
げ
」
と
も
言
わ
れ

る
。
宮
崎
で
は
「
と
て
も
」

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
。

適
当
。
語
源
は
「
大
概
」

頑
張
れ
、
そ
れ
い
け
と

い
っ
た
意
味
の
掛
け
声
。

江
戸
時
代
末
期
頃
か
ら
鹿

児
島
で
流
行
る
よ
う
に

な
っ
た
。

頑
張
れ
、
そ
れ
い
け
と

晩
酌
。
疲
れ
を
と
る
と
い

う
意
味
で
、
鹿
児
島
弁
の

「
だ
れ
る
（
疲
れ
る
）」+

止
め
る
が
語
源
。

晩
酌
。

鹿児島方言をいくつかピックアップ。
語源や由来を調べるのも方言の楽し
み方の一つです。
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現
在
、
市
で
は
「
か
の
や
風
土
記
」

の
編
さ
ん
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
風
土
記
と
は
、
奈
良
時
代

に
地
方
の
文
化
や
地
勢
な
ど
を
国
ご
と

に
記
録
・
編
さ
ん
し
た
も
の
を
指
し
ま

す
。
こ
れ
に
倣
い
、
各
自
治
体
に
お
い

て
も
風
土
記
の
名
を
冠
し
た
地
誌
が
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
鹿
屋
市
に
も
合
併

前
の
市
史
や
町
史
、
郷
土
史
な
ど
が
存

在
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
関

し
て
詳
細
な
解
説
や
歴
史
背
景
な
ど
が

記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
ペ
ー
ジ

数
や
文
字
が
多
く
な
り
が
ち
で
、
読
む

の
に
敷
居
が
高
い
印
象
を
受
け
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
図
や
写
真
を
多
く

用
い
て
読
み
や
す
い
・
分
か
り
や
す
い
・

鹿
屋
市
の
今
が
分
か
る
風
土
記
に
な
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
高
校

生
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
鹿
屋
市

民
と
し
て
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
大
事

な
歴
史
や
文
化
、
人
物
な
ど
を
中
心
に

各
テ
ー
マ
を
ま
と
め
「
こ
れ
が
あ
れ
ば

鹿
屋
を
学
べ
る
・
語
れ
る
」
１
冊
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

各
ペ
ー
ジ
の
両
側
に
は
、
テ
ー
マ
に

関
連
し
た
ト
ピ
ッ
ク
を
掲
載
。
ト
ピ
ッ

ク
は
本
文
の
内
容
を
掘
り
下
げ
た
り

補
っ
た
り
し
て
お
り
、
さ
ら
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
っ
た
場
合
に
は
市
史
や
町

史
な
ど
に
目
を
向
け
て
も
ら
え
れ
ば
、

新
た
な
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
は
、
本
風
土
記
は
郷

土
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
入
り
口
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

国
際
化
の
現
代
、
例
え
ば
留
学
時
に

自
己
紹
介
を
し
た
際
に
、
個
性
や
特
技

の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
日
本
や

郷
土
の
こ
と
を
よ
く
聞
か
れ
る
と
い
い

ま
す
。
日
本
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
外

国
人
は
多
く
、
固
有
の
伝
統

や
風
景
を
知
り
た
が
る
こ
と

か
ら
、
ふ
る
さ
と
の
こ
と
を

知
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な

価
値
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
自

分
の
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
の
先
人
や
伝

統
、
風
土
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
風
土
記
は
市
内
の
各
学
校
や
図
書

館
、
公
共
施
設
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
予

定
で
す
の
で
、
こ
の
「
か
の
や
風
土

記
」
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
「
ふ
る

さ
と
か
の
や
」
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

①
生
栗
須
「
い
く
る
す
」

①
生
栗
須
「
い
く
る
す
」

　

市
内
に
は
「
生い

く
る
す

栗
巢
」「
池い

け
く
る
す

栗
須
」

　

と
い
っ
た
地
名
も
あ
り
ま
す
。

②
白
寒
水
「
し
ら
そ
う
ず
」

②
白
寒
水
「
し
ら
そ
う
ず
」

　
「
寒
水
」（
串
良
地
区
・
吾
平
地
区
）

　

は
「
か
ん
す
い
」
と
読
み
ま
す
。

③
上
別
府
「
う
え
ん
び
ゅ
う
」

③
上
別
府
「
う
え
ん
び
ゅ
う
」

「
か
み
べ
っ
ぷ
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

④
辰
喰
「
た
つ
ば
ん
・
た
つ
ば
み
」

④
辰
喰
「
た
つ
ば
ん
・
た
つ
ば
み
」

　

輝
北
で
は
「
た
つ
ば
ん
」、
串
良

　

で
は
「
た
つ
ば
み
」
と
読
み
ま
す
。

⑤
愛
宕
「
あ
た
ご
」

⑤
愛
宕
「
あ
た
ご
」

　

愛
宕
と
は
京
都
の
愛
宕
神
社
か
ら

　

発
祥
し
た
防
火
の
神
に
対
す
る
信

　

仰
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

⑥
名
主
「
み
ょ
う
ず
」

⑥
名
主
「
み
ょ
う
ず
」

一
般
的
に
は
「
な
ぬ
し
」
と
読
み
、

村
や
集
団
の
代
表
者
の
こ
と
を
言

い
ま
し
た
。
同
じ
読
み
で
「
名

頭
」
と
い
う
も
の
や
、
輝
北
に

「
名み

ょ
う
し
ゅ
だ
ん

主
段
」
と
い
う
地
名
も
。

し
た
し
た

※
地
名
や
方
言
の
語
源
な
ど
に
つ
い
て

は
、
諸
説
あ
る
中
か
ら
有
力
と
さ
れ
て

い
る
も
の
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

問
市
生
涯
学
習
課

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

く
、
くく
、
く
、
く
、
く
、
固固
有
固
有
固
有
固
有
固
有
固

の
伝
の
伝
の
伝
の
伝
の
伝
の
伝
の
伝
統統統統統統統統

知
り
知
り
知
り
知
り
知
り
知
り
知
り
知知

た
が
た
が
た
が
た
が
た
ががが
る
こ
る
こ
る
こ
る
こ
る
こ
る

ととととと

る
さ
る
さ
る
さ
る
さ
る
さ
る
さ
と
の
と
の
と
の
と
の
と
の
と
ののの
こ
と
ここ
と
こ
と
ここ
と
こ
と
をををををを

る
こ
る
こ
る
こ
る
こ
る
こ
る
こ
と
が
と
が
と
が
と
が
と
が
と
が
と

大
き
大
き
大
き
大
き
大
き
大
き
なななななななななななな

り
ま
り
ま
り
ま
り
ま
り
ま
り
ま
りり

す
。
す
。
す
。
す
。
す
。
すすすすす

ぜ
ひ
ぜ
ひ
ぜ
ひ
ぜ
ひ
ぜ
ひ
ぜ
ひ
自自自自自自自自

問
市
問
市
問問
市
問
市
問
市
問
市
生
涯
生
涯
生
涯
生
涯
生
涯
生
涯
生生生生
涯
学
習
学
習
学
習
学
習
学
習
学学

課課課課課

☎
０
☎
０
☎
０
☎
０
☎
０
☎
０
☎
０
９
９
９
９
９
９
９９
９
９９
９
９

堂
どうごめ

込 秀
ひ で と

人 さん

新川町在住
上野原縄文の森（霧島市）園長
鹿児島県考古学会会長

かのや風土記アドバイザー

KANOYADEN

民
と
民
と
民
と
民民
と
民民民
と
民
と
ししし

な
歴
な
歴
な
歴
な
歴歴歴歴歴
史史史史史史

各
テ
各
テ
各
テ
各各各
テ
ーー

鹿
屋
鹿
屋屋
ををを
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個
人
や
チ
ー
ム
全
体

の
成
長
を
学
ぶ

１
日
限
り
の「
食
」の

マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

　１月15日、リナシティかのやで「鹿屋よかもん商店市」
が開催されました。今回初開催の本イベントは、市内の
食関連事業者が販売する自慢の商品の認知度向上を図る
ために行われたもので、市内の38店舗が参加。当日は約
6,000人が来場し、食事や買い物で鹿屋のおいしい食を
楽しんだほか楽器演奏などのステージも催されるなど、
にぎわいを見せていました。

１月22日、リナシティかのやで「スポーツセミナー『ス
ポーツ科学に基づいたチームづくり・マネジメント』」が開
催されました。講師は鹿屋体育大学講師であり、同大学
硬式野球部を就任８年間で8度のリーグ優勝に導いた藤

ふじい

井
雅
まさふみ

文監督。セミナーでは、様々な事例とともに個人やチー
ムが成長するために必要な取り組みが紹介され、32人の
参加者は更なる競技力向上への理解を深めていました。

吾
平
鬼
火
焚た

き

祈
り
込
め
燃
え
盛
る
１月21日、姶良川河川敷で「吾平鬼火焚き」が開催され

ました。これは、あいら川かわまちづくり実行委員会が主
催したもので、今回は大隅河川国道事務所が河川堤防を整
備したことに合わせ、更生橋付近の整備地で実施。河川敷
には近隣の小学生などが制作した紙袋灯ろう約450個が並
び、２つのかがり火が勢いよく点火されました。訪れた人
は鬼火焚きの熱と煙に驚きの声を上げていました。

電
車
と
一
緒
に

電
子
図
書
を
楽
し
む
　１月28日、市立図書館で「かのや市電子図書館×電車」
が開催されました。これは、市立図書館と読書サークル「か
のやブックラボ」が電子図書サービスの普及のために行っ
たイベントで、今回は電車とのコラボを実施。約30人の
参加者は電子図書館の使い方を学び、電車の本などを楽
しみました。その後、電車のペーパークラフトや塗り絵、
鉄道玩具などで夢中に遊ぶ姿が見られました。

鹿
屋
市
文
化
協
会
が

半
世
紀
の
節
目
祝
う
　1月22日、かのやグランドホテル（共栄町）で「鹿屋市
文化協会創立50周年記念式典」が開催されました。同協
会は、地域文化の振興を目的とした団体で、旧鹿屋市内
で別々に活動していた各種同好会を一つにまとめるため
昭和47年に設立。式典では、協会の歴史の紹介や功労者
の表彰が行われたほか、祝儀舞や各団体によるアトラク
ションも催され創立50年を祝いました。

かのやのホットな話題をお届け！

too
NewsNews

ホットニュースホットニュース
HH
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　１月28日、平和公園多目的グラウンドで「かのやホー
ムタウンスポーツフェスティバル」が初開催されました。
これは、女子プロソフトボールチームM

モ リ
ORI A

オール
LL W

ウ ェ ー ブ
AVE 

K
カ ノ ヤ
ANOYAとプロサイクリングチームC

シ エ ル
IEL B

ブ ル ー
LEU K

カ ノ ヤ
ANOYA

の両チーム合同で市民と交流を行うもの。イベントでは、
各競技の講習会や○×クイズ等が行われ、参加した子ど
も達は元気いっぱいに選手たちとの交流を楽しみました。

地
元
の
子
ど
も
達
に

競
技
の
魅
力
を
発
信

１
点
を
争
う
大
接
戦

プ
ロ
チ
ー
ム
激
突

　１月28日・29日、「くしら二十三や市」が行われました。
この日は串良総合支所の周辺道路が歩行者天国となり、
地元の特産品や刃物、農具、竹細工等の生活実用品のほ
か、日用雑貨など約150店が軒を連ねました。毎年１月
末に開催され、春の訪れを告げる串良の風物詩である同
イベントが開催されたのは３年ぶりで、この日は市内外
から約28,600人の来場者でにぎわいました。

串
良
の
冬
の
風
物
詩

３
年
ぶ
り
に
開
催

　１月28日～２月５日、リナシティかのやで「第41回鹿
屋市美術展」が行われました。これは、創作の喜びや鑑
賞する楽しみをより多くの人に体験してもらうことを目
的に毎年開催される展覧会。初日には受賞式が実施され、
鹿屋市長賞を受賞した小

こざ こ
迫妙

たえ こ
子さん（曽於市）は「独学で

描き続けて38年。今後は形を使わずに、線と色で自分の
感性を表現していきたい」と創作への意欲を語りました。

41
回
目
の
市
美
展

受
賞
作
品
が
並
ぶ

　１月28・29日、串良平和アリーナでB3リーグのプロ
バスケットボールチームである鹿児島レブナイズと横浜
エクセレンスの試合が行われました。鹿児島レブナイズ
のホームゲームとなった試合で、初日が92対96、２日
目が86対90で惜しくも２試合とも鹿児島レブナイズが
僅差で敗れましたが、プロチーム同士の大迫力の試合に
観客全員が一体となった盛り上がりを見せていました。

市
の
社
会
教
育

功
労
者
・
団
体
を
表
彰
　１月31日、市役所で「令和４年度鹿屋市社会教育功労
者・優良社会教育関係団体表彰式」が行われました。これ
は青少年育成や生涯スポーツ振興、文化振興などの部門
において、長年にわたって社会教育に尽力し、特に功労
のあった個人及び団体を表彰するもの。本年度は個人に
おいて３部門５人、団体では３部門３団体が受賞し、表
彰状と記念品が贈呈されました。

バ
ス
ケ
の
熱
戦
に

盛
り
上
が
る

　1月29日、鹿屋体育大学で「B
バスケットボール
asketBall F

フューチャーズ
utures M

マ ッ チ
atch 

2023」が開催されました。これは、九州１位の女子バス
ケットボール部である日本経済大学と鹿屋体育大学との試
合を通じて「みる」スポーツを提供するもの。試合は、残
り10秒で鹿屋体大が同点に追いつく非常に緊迫した展開
となり、延長戦の末に鹿屋体育大学は敗れましたが、観戦
者はレベルの高い好ゲームを楽しんでいました。
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≪
私
の
仕
事

社会福祉法人 鹿屋恵友会「花岡の里」

「
安
心
、
安
全
、
美
味
し
い
」

と
言
わ
れ
る
商
品
を
作
る

　

私
の
勤
務
す
る
第
一
工
場
は
、
鶏

肉
の
未
加
熱
加
工
食
品
を
製
造
す
る

職
場
で
す
。
私
は
、
工
場
に
届
い
た

鶏
肉
の
ス
ジ
や
軟
骨
を
取
り
除
き
、

用
途
に
応
じ
た
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
す

る
原
料
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

て
い
ま
す
。

　

職
場
は
品
質
の
良
い
商
品
作
り
を

目
指
し
て
社
員
教
育
な
ど
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
お
客
様
の

食
卓
へ
安
心
安
全
で
お
い
し
い
商
品

を
届
け
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
仕

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
場

は
活
気
が
あ
り
、
従
業
員
同
士
が
仲

良
く
良
好
な
職
場
環
境
が
築
か
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
で
勤
続
20
年
。
今
後
は
若
い

世
代
を
育
て
る
こ
と
に
、
よ
り
注
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。

大崎町出身。最近の趣味は

ランニング。出勤前にラン

ニングで汗を流し、心身の

リフレッシュを図っている。

今年はフルマラソンに初挑

戦することが目標。

第一工場
原料チームリーダー

川
かわごえ

越 弘
こ う き

毅 さん
（39歳／入社20年目）

　

弊
社
は
昭
和
63
年
に
大
崎
町
に

あ
る
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ー

ム
の
子
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た

会
社
で
す
。
当
初
は
チ
ル
ド
の
焼

き
鳥
を
作
る
工
場
と
し
て
立
ち
上

げ
、
そ
の
後
加
熱
品
を
取
り
扱
う

な
ど
、
現
在
は
２
工
場
体
制
で
稼

働
し
て
い
ま
す
。
弊
社
で
は
、
原

料
に
国
産
の
チ
キ
ン
を
使
用
し
た

加
工
品
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

量
販
店
、
外
食
系
の
企
業
と
取
り

引
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
に
つ
い
て
は
、
安
心
で
安

全
な
商
品
を
供
給
し
続
け
る
こ

と
、
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
商
品
の
品
質
を
維
持
す
る
こ

と
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
原
料
の
滞
留
時
間

や
温
度
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
、

作
業
者
は
工
場
内
に
入
る
際
の
手

洗
い
や
ロ
ー
ラ
ー
掛
け
を
行
う
こ

と
、
機
器
に
つ
い
て
も
製
品
切
替

時
や
作
業
終
了
時
の
日
々
の
清
掃

を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
で
、
安
心
・

安
全
な
製
品
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
人
材
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
地
域
や
県
内
の
高

校
生
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
女
性
が
働
き
や
す
い

職
場
で
あ
る
よ
う
育
休
や
産
休
等

の
制
度
を
整
え
て
い
る
の
で
、
育

休
後
に
職
場
に
復
帰
す
る
人
も
増

え
て
い
ま
す
。
や
は
り
地
元
に
仕

事
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
切

で
、
こ
の
こ
と
は
地
域
に
密
着
す

る
企
業
の
重
要
な
役
割
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
１
０
０
年
続

く
企
業
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
原

材
料
・
人
材
・
資
本
を
効
率
的
に

投
入
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
地
元
と
共
生
し
続
け
て
い
く

企
業
で
あ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

株式会社 ジェーエフフーズ

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
エ
フ
フ
ー
ズ

俵た
わ
ら
つ
み
だ

た
わ
ら
つ
み
だ

積
田
積
田 

孝た
か
ろ
う

た
か
ろ
う郎  

代
表
取
締
役

やってみ
たい

仕事が見
つかる！

ま
ち
の

     
お
し
ご
と
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≪
近
場
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

コ
コ
に
注
目
‼

▲

企業紹介

　ムービー

　これまで機械に残されたパン粉は、産

業廃棄物として廃棄していました。しか

し、昨年から有価物として出荷すること

で配合飼料の原料になり、その後家畜飼

料へと変わることで、産業廃棄物の

排出量が抑えられています。

残ったパン粉の有価物処理 誰
も
が
働
き
や
す
い

　
　
　

職
場
環
境
を
目
指
す

　

昨
年
、
弊
社
に
勤
め
る
淺あ

さ

い井
ひ

と
み
さ
ん
が
「
鹿
児
島
県
令
和
３

年
度
優
秀
勤
労
障
害
者
表
彰
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
模
範

的
な
職
業
人
と
し
て
業
績
を
挙
げ

て
い
る
障
が
い
の
あ
る
方
が
表
彰

さ
れ
る
も
の
で
す
。
浅
井
さ
ん
は

重
度
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持

ち
な
が
ら
勤
続
30
年
を
迎
え
、
模

範
的
な
成
績
で
長
い
期
間
業
務
に

従
事
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

受
賞
は
、
ご
本
人
の
努
力
や
ご
家

族
の
支
え
は
も
ち
ろ
ん
、
職
場
に

障
が
い
者
を
受
け
入
れ
る
体
制
が

整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
要
因
の

一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
弊
社
に
は
男
性
58

人
・
女
性
１
１
８
人
の
合
わ
せ
て

１
７
６
人
が
勤
務
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
障
害
者
手
帳
を
持
た
れ
る

方
10
人
が
こ
の
会
社
で
働
い
て
い

ま
す
。
職
場
の
受
け
入
れ
体
制
と

し
て
、
個
々
の
障
が
い
の
特
性
に

応
じ
た
配
置
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
問
題
が
生
じ
た
と
き
な
ど
は

ご
家
族
を
含
め
た
面
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
社
後
２
週

間
は
会
社
の
雰
囲
気
に
早
く
慣
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
毎
日
工
場

長
や
リ
ー
ダ
ー
が
業
務
終
了
後
に

面
談
を
行
い
、
一
日
の
振
り
返
り

や
心
を
開
い
た
会
話
を
行
う
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
弊
社

で
は
障
が
い
の
あ
る
方
も
戦
力
と

し
て
頼
り
に
な
る
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

休
日
は
よ
く
家
族
で
公
園
に
遊
び

に
出
掛
け
ま
す
。
昆
虫
探
し
や
か

け
っ
こ
を
し
て
遊
ぶ
な
ど
、
子
ど
も

と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し
て
い
ま

す
。
私
は
大
崎
町
に
住
ん
で
い
る
の

で
近
所
の
公
園
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
た
ま
に
霧
島
ヶ
丘
公
園

に
も
遊
び
に
行
き
ま
す
。
霧
島
ヶ
丘

公
園
は
遊
具
も
た
く
さ
ん
あ
り
子
ど

も
に
も
大
人
気
な
の
で
す
が
、
私
が

気
に
入
っ
て
い
る
の
は
公
園
か
ら
の

眺
め
。
特
に
錦
江
湾
の
風
景
は
、
開

聞
岳
を
バ
ッ
ク
に
海
が
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
い
て
お
り
、
お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

かのやばら園

●

至野里至高須

至横山

霧島ヶ丘公園
自由広場

○住所　鹿屋市川西町 3949 （第一工場 ・ 第二工場）

○電話　0994-44-3326

○創業　昭和 63 年　　○代表者　俵積田 孝郎

○従業員数　176 人 （社員 ・ パート等含む）

○平均年齢 41 歳 ○勤務時間 8時間

○採用実績　20 人 （令和３年度）

○ 福利厚生　社会保険完備、 退職金制

　 度、 育児 ・ 介護休業制度、 社員旅行、

 　秋祭り ､ 特別社内販売　等

株式会社 ジェーエフフーズ

〒893-0053
鹿屋市浜田町 1250
霧島ヶ丘公園管理事務所
☎0994-40-2170　店休日：月曜日
時間：９:00 ～ 17:00

霧島ヶ丘公園
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健康健康寿命寿命

延
ば
そ
う

延
ば
そ
う
!!!!

取り組もう！フレイル予防！

取り組もう！フレイル予防！

「衰え」「衰え」に気づいて、見直すことが大切ですに気づいて、見直すことが大切です

普段からの健康づくりが大切普段からの健康づくりが大切

　「最近つまずきやすくなった」 「昔より食べ物をかめなくなった」 と

い っ た こ と は あ り ま せ ん か。 そ れ は 介 護 が 必 要 に な る 一 歩 手 前 の 状

態 「 フ レ イ ル 」 か も し れ ま せ ん。 入 院 や 介 護 が 必 要 に な る 前 に、 フ

レイルについて知り、 予防に取り組みましょう！　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　問市健康保険課　☎ 0994-35-1014

　

フ
レ
イ
ル
は
高
齢
者
に
お
け
る
自
立
喪

失
の
危
険
因
子
と
言
わ
れ
、
健
康
な
人

に
比
べ
て
自
立
喪
失
の
発
生
リ
ス
ク
は

約
２
．
４
倍
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
75

歳
に
到
達
す
る
方
を
対
象
に
月
１
回
の

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
同
じ
年
齢
で
も
体
力
レ
ベ
ル
に
相

当
な
差
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
高

齢
に
な
る
と
外
出
や
人
と
接
す
る
機
会

が
減
少
す
る
こ
と
で
身
体
機
能
が
急
激

に
衰
え
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
改

善
す
る
た
め
に
も
、
予
防
教
室
や
高
齢

者
サ
ロ
ン
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
外
か
ら
刺
激
を
も

ら
う
こ
と
で
普
段
か
ら
の
健
康
づ
く
り

を
意
識
す
る
き
っ
か
け
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　「フレイル」 とは、 加齢により心身が衰えて社会とのつながりが減少した状態の

ことを言います。 フレイルの３つの要素は 「身体的 （体）」 「精神 ・ 心理的 （心）」

「社会的 （人付き合い）」 です。 「足腰が弱まった」 「最近孤独を感じる」 など様々

な要因からフレイルにつながります。 日常生活を見直すことで進行を遅らせて健

康な状態を取り戻すことができます。

▲ フレイル予防教室では、 フ

レイル進行チェックや自宅

でできる体操などを指導

▼鹿屋体育大学

　 理学療法士　

内
う ち だ

田 遼
りょうた

太 さん

interview
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健康維持のためにできることを健康維持のためにできることを
できるときにできるときに

口の機能口の機能の衰えを防ぎましょうの衰えを防ぎましょう

タンパク質タンパク質をとって筋肉量を維持をとって筋肉量を維持

舌の体操を続けて、薬がのめる舌の体操を続けて、薬がのめる
ようになりましたようになりました

保険証の切り替えに合わせて 「フレイル予防

教室」 の案内があったので良い機会と思い、

参加しました。 バランス良

く食事をとることの大切さ

を知ることができました。

年々身体の衰えも感じてい

るので今日学んだ運動など

もできるときに実践してい

こうと思います。

やってみようやってみよう

フレイル予防フレイル予防

　 以前は口の中がよく乾燥していて、 薬をのむ

のも大変でした。 ですが、 口
こうくう

腔体操で舌の体操

を続けたところ、 薬がのみや

すくなりました。 定期的に歯

科衛生士さんに指導もしてい

ただけるので、 良い復習がで

きています。

◀田淵町に住む　

福
ふくどめ

留 道
み ち お

夫 さん

▶上野町に住む　

小
こ ぞ の

薗 定
て い こ

子 さん

目標は 15 回

無理なく行いましょう！

フレイル予防の３つのポイントは 「運動 ・ 栄養

（口腔） ・ 社会参加」 です。 自宅でも実践して

みましょう ! !

　肉 ・ 魚 ・ 卵など、 筋肉や身

体をつくる材料になるタンパ

ク質を毎日とりましょう ! !

保健師、 看護師、 管理

栄養士、 歯科衛生士が

お待ちしています！

〇 かみごたえのあるものを良く

かんで食べましょう！

〇 歯磨きで口の中をきれいに保

ちましょう！

〇 定期的に歯科医院で健診を受

けましょう！

膝の膝の曲げ伸ばし曲げ伸ばし（スクワット）（スクワット）

① 椅子に軽く触れる程度にお

尻を下げる。

②再度、その場で立ち上がる。

健
康
の
た
め
に

　

取
り
組
ん
で
い
ま
す

運動 ・ 栄養 ・ 口腔の悩みがあればご相談ください !!

市健康保険課では、 運動 ・ 栄養 ・ 口腔など、 健康に関する相談を

受け付けています。 お気軽にご相談ください。
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歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）

62,682,331千円 2,490,528千円 6,989,280千円 11.2％

人件費の状況  （令和３年度 普通会計決算）

※ 人件費の主なもの＝職員の給料・手当、 地方公務員等共済負担金、 会計年度任用職員・非常勤職員 （消防団員や農業委員等）・

特別職及び議員の給料 ・ 報酬 ・ 手当、 災害補償費

職員数（Ａ）
給与費 １人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

755人 2,836,939千円 505,048千円 1,126,436千円 4,468,423千円 5,918千円

※職員数は、 企業会計や特別会計の職員を除いた人数です。 職員手当に退職手当は含まれません。

1

職員給与費の状況  （令和３年度）2

従業員 50人以上の事業所から
無作為に調査対象を選定

地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
民
間
企
業
で

働
く
従
業
員
の
給
与
と
同
じ
水
準
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公

務
員
と
民
間
企
業
従
業
員
の
給
与
を
正

確
に
比
較
す
る
た
め
に
は
、
仕
事
の
種
類
、

役
職
、
学
歴
、
年
齢
の
条
件
が
等
し
い
人

同
士
で
比
較
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
や
県
の
専
門
機
関

（
人

事
院
、
鹿
児
島
県
人
事
委
員
会
）
は
、

民
間
企
業
で
働
く
従
業
員
の
給
与
の
調
査

を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
と
な

る
民
間
企
業
は
、
従
業
員
50
人
以
上
の

事
業
所
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
国
が
様
々
な
議
論
・

研
究
を
行
っ
た
結
果
、
最
も
適
切
な
方
式

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

民間企業の調査

国家公務員等の給与見直し
内容等を踏まえ、議会へ給
与見直し案を提出

議会の議決

給与決定

人事院・県

鹿屋市

市職員の給与が決定されるまでの仕組みや、 鹿屋市人事行政の運営等の状況の公表に

関する条例に基づき、 鹿屋市職員の給与等を公表します。  問問市総務課　☎0994-31-1127

市職員の

市職員給与の仕組みなどに市職員給与の仕組みなどに
ついてお知らせしますついてお知らせします

　地方公務員の給与は、職務と
責任に応じなければなりません。
（地方公務員法第 24条第１項）

　地方公務員の給与
は、生計費や民間企業
の賃金、国や他の地方
公共団体の職員と比較
し、決められています。
（地方公務員法第 24
条第２項）

　地方公務員の給
与は、条例で定め
られたとおりに支
払われます。
（地方公務員法第
24条第５項）

給与
条例主義
の原則

給与決定
に関する
原則

職務給
の原則

均衡
の原則

　図　解 ２ 地方公務員の給与決定の三原則

　図　解 １ 公務員の給与決定までの流れ

　全国の地方公共団体が法に基づき、毎年民間企業従業員の職員給
与や国家公務員、他の地方公務員の給与と比較して決めています。AA

地方公務員の給与ってどんな仕組みで決まっているの？

専
門
機
関
の
調
査
を
も
と
に

給
与
を
見
直
し
て
い
ま
す
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区分 鹿屋市 国

一　般

行政職

大学卒 185,200円 185,200円

高校卒 154,600円 154,600円

（令和４年4月１日現在）

区分 給料月額等

給　　料

市　長 900,000円

副市長 700,000円

教育長 650,000円

報　　酬

議　長 450,000円

副議長 396,000円

議　員 370,000円

退職手当
市　長 退職時の月給×在職月数×0.4

副市長・教育長 退職時の月給×在職月数×0.3

（令和４年４月１日現在）

区分
職員数

令和4年度 令和3年度 増減数

一般行政部門 564人 554人 10

特別行政部門 135人 132人 3

公営企業等会計部門 76人 76人 -

合計
775人

（810人）

762人

（810人）
13

※職員数は一般職の数で、 （　） 内は条例定数の合計です。

年次有給休暇平均取得日数 　9.7日

介　護　休　暇 　   0人

育　児　休　業 　   9人

※ 年次有給休暇は暦年 （令和３年 1 月 1 日～ 12月31日）

※人数は、 令和３年度に新たに取得した職員数
② 懲戒処分の状況

免職 停職 減給 戒告 合計

0人 0人 2人 0人 2人

① 分限処分の状況

免職 降任 降級 休職 合計

0人 0人 0人 3人 3人

○ 職員の人材育成及び組織活性化を目的に職員の勤務状況

を把握し、 人事管理の基礎として活用する。

対象者 評価項目 評価期間（年2回）

全職員

○業績評価

○意識・姿勢評価

○能力評価

上期：  4/1 ～ 9/30
下期：10/1 ～ 3/31

福利厚生の団体名 鹿屋市職員厚生会

福利厚生団体の会員数
723人

※令和4年4月1日現在

福利厚生の内容

○定期健康診断（年1回）

○人間ドック助成

○産業医健康相談（月1回）

勤務条件に関する措置の要求の状況

　　実績なし

不利益処分に関する審査請求の状況

勤務時間 午前８時30分～午後５時15分

休憩時間 午後０時～午後１時

（令和４年４月１日現在）

区分 ラスパイレス指数

全国市平均 98.7

県内市平均 98.1

鹿屋市 97.3

※ 「ラスパイレス指数」 とは、 地方公共団体の一般行政職の給

料額と国の行政職俸給表 （一） の適用職員の俸給額とを、 学

歴別、 経験年齢別にラスパイレス方式により対比させて比較し

算出したもので、 国を 100 としたものです。

研修名称 研修内容

階層別研修 新規採用職員研修、 新任係長・課長研修 など

市独自研修 人権啓発研修、 人材育成研修　など

専門研修 キャリアアップ研修、 情報処理研修　など

派遣研修 鹿児島県派遣研修、 他団体等派遣研修　など

ラスパイレス指数の状況3 職員の初任給の状況

特別職の報酬等の状況5

4

（令和４年４月１日現在）部門別職員数の状況6

職員の勤務時間等の状況7

職員の服務の状況9職員の分限及び懲戒処分の状況（令和３年度）8

職員の研修の状況  （令和３年度）10 職員の勤務成績の評定（人事評価）の状況11

職員の福祉及び利益の保護の状況12 公平委員会の報告事項13
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※新型コロナウイルス感染症等のため、予定が変更になる場合があります。

３月  １日（水）
鹿屋市防火パレード （市内一円）

３月3日（金）、4日（土）～４月２日（日）の土・日曜日
　高須中のひな祭り （旧高須中学校体育館）
３月  ５日（日）
美里吾平ひな祭り～今よみがえる吾

あいら つ ひ め

平津媛～
（鵜戸神社、吾平商店街通り）

３月10日（金）
鹿屋肝属法人会10周年記念講演会「スポーツのチカラ」

（ホテルさつき苑）
３月18日（土）
ものまねファクトリー in 鹿屋 （市文化会館）
第４回あの日を忘れない～3.18鹿屋初空襲によせて～

（市中央公民館）
３月26日（日）
フラワーマーチフェスティバル （霧島ヶ丘公園）

３月31日（金）～４月２日（日）
　 第 38回くしら桜まつり （串良平和公園）
※3/31・4/1は夜桜ちょうちん祭りのみ

３ 月 イベント情報イベント情報

～３月10日（金）
　日南・大隅地区 I

インスタグラム

nstagramフォトコンテスト
　 （日南市、串間市、都城市、三股町、鹿屋市、垂水市、
曽於市、志布志市、東串良町、肝付町、錦江町、
南大隅町、大崎町）

大隅大隅のイベントのイベント

鹿屋市職員募集
（任期付職員（弁護士））

●募集職種　任期付職員（弁護士）
●採用予定人数　１人
● 任期　令和６年１月１日（月）～令和７年12月31日
（水）の２年間
※任期の始期については応相談
※ 本人同意のうえ、採用から５年の範囲内で任期を更
新する場合有り
● 受験資格　昭和 58年４月２日以降に生まれた人で、
弁護士資格を有し、令和５年８月末時点で弁護士と
して訴訟活動に関する実務経験が２年以上ある人

●業務内容
○ 事務事業の実施に係る法適合性等の法令解釈、法律
相談
○条例、規則等の制定・改廃に係る業務
○訴訟、行政不服審査等に係る対応、助言・指導
○債権管理に関する助言・指導
○職員の法務能力向上のための研修　など
●提出書類
○受験申込書
○職務経験等報告書
○司法修習終了証の写し
●試験
○第１次試験＝書類選考
○ 第２次試験＝面接試験
　（オンライン）
○第３次試験＝面接試験（対面）
● 申込　７月31日（月）までに申込書を提出又は市ホー
ムページから申し込み

問市総務課　☎0994-31-1127

建設工事等の入札
参加資格申請の受付

令和５・６年度に市が実施する建設工事及び測量・建
設コンサルタント等の入札に参加するための資格申請
※今回は２年に１回の更新申請
●対象者　参加を希望するすべての事業者
● 申請　４月３日（月）～ 28日（金）に申請書等を提
出（当日消印有効）
※ 申請書等は市ホーム
ページに掲載

問市契約検査室　☎0994-31-1178
　〒 893-8501 鹿屋市共栄町20-1

申請・募集 お知らせ 講座 催し物
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※�郵送・FAX等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。

窓口開設時間の延長と
休日窓口の開設を行います 図書館ボランティア

市立図書館の本や本棚の整理、イベント等の補助　など
●�活動日時　４月１日（土）～令和６年３月 31日（日）
の10:00～17:00の間で、希望する日時（月に１・２回）
●場所　市立図書館
●対象者　市内在住の中学生以上の人
●定員　10人　※先着順
●�応募　４月 30 日（日）
までに来館又は連絡

問市立図書館　☎0994-43-9380

「鹿屋市合同企業説明会」
出展企業

地元企業の雇用促進と地元就職希望者の活動支援のた
め、企業の魅力を PRする企業説明会
●日時　６月２日（金）　10:00 ～ 15:00
●場所　市体育館
●�対象企業　正社員を現在求人中又は令和６年度に新
規採用予定の、大隅地域に事業所を有する事業者
●募集数　60社程度　
※先着順
※応募者多数の場合は市内企業優先
●�応募　３月31日（金）までに専用フォームから応募

問市商工振興課　☎0994-31-1164
　〒 893-8501�鹿屋市共栄町20-1

転出届を提出する際は
オンライン申請が便利です

　転勤や入学等で他の自治体に転出される場合に必要
な転出届を、オンライン申請で完了することができま
す。なお、新住所地の自治体では転入手続きが必要に
なります。
●必要なもの
○マイナンバーカード
○利用者証明用電子証明書暗証番号（４桁）
○署名用電子証明書暗証番号（英数字６～16桁）
○スマートフォン（パソコンとカードリーダーでも可）
●申請方法　申請ホームページから案内に沿って申請
※申請状況は申請ホームページから確認可能

問市デジタル推進課　☎0994-31-1135

消防団に防火衣を支給しました

　「令和４年度石油貯蔵施設立地対策等交付金事業」を
活用し、鹿屋市消防団へ「防火衣」を支給しました。今
回の支給により消防団装備の充実が図られ、消防団員
の現場活動時等における安全性及び機動性の向上を図
ることができます。
●配備先　輝北中央分団、
　百引分団、平南分団、
　市成分団、　高尾分団

問市安全安心課　☎0994-31-1124

　年度末から始めにかけての窓口混雑を緩和するため、
次のとおり夜間及び休日窓口を開設します。なお、表
に記載のない日時の業務は平常どおりとなります。
●夜間窓口（平日17:15 ～ 19:00）　※本庁のみ

※ �3/23、3/30 のみマイナンバーカード夜間窓口を開設
（18:30 まで）�
●休日窓口（8:30～ 17:15）　※本庁のみ

※ �3/26 のみマイナンバーカード休日窓口を開設
　（9:00 ～ 16:30）
※�市民課の業務以外は直接担当課までお問い合わせく
ださい。

問市民課　☎0994-31-1114

日程 業務内容
3/23（木）

○住民異動届（転入・転出・転居等）
※戸籍届を伴わないもの
○住民票・戸籍等証明書の交付、印鑑登録等
○障害者手帳、療育手帳等の各種手続き
○転入者へのごみ分別収集カレンダー等の配布
○�子ども医療費助成、児童手当等の各種手続
き（住民異動に伴うもののみ）

3/24（金）
3/27（月）
3/28（火）
3/29（水）
3/30（木）
3/31（金）
4/��3（月）
4/��4（火）

日程 業務内容

3/26（日） ○住民異動届（転入・転出・転居等）
※戸籍届を伴わないもの
○住民票・戸籍等証明書の交付、印鑑登録等
○転入者へのごみ分別収集カレンダー等の配布
○�子ども医療費助成、児童手当等の各種手続
き（住民異動に伴うもののみ）

4/��1（土）

4/��2（日）

nformationnformation
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※新型コロナウイルス感染症等のため、予定が変更になる場合があります。

公共下水道整備に伴う供用
開始区域の縦覧ができます

　市では、地域ごとに公共下水道の整備を行っていま
す。下水道法第９条の規定により、令和４年度の整備
済対象地域の土地を縦覧することができます。
　なお、公共下水道工事が終了した地域に居住してい
る土地所有者等には、翌年度から受益者負担金が賦課
されます。該当する土地所有者等には、４月に土地所
有等申告書を送付するとともに受益者負担金等の説明
会の開催を予定しています。
●縦覧期間　３月17日（金）～ 31日（金）
●縦覧場所　市役所分庁舎２階市下水道課（寿２丁目）

問市下水道課　☎0994-31-1133

ひとりで悩まず、家族だけで
抱え込まず、相談してください

　３月は「自殺対策強化月間」です。あなたを支える
相談窓口が多数ありますので、ご相談ください。
●こころの健康相談統一ダイヤル
☎0570-064-556（全国統一）

※電話を掛けた所在地の公的な相談機関につながります。
●よりそいホットライン（無料）
☎0120-279-338（24時間対応）
※ 一般的な生活上の悩みをはじめ、生活困窮者に対す
る総合的な相談も受け付けています。

● SNS相談案内
L
ラ イ ン

INE・チャットで相談ができます。

●支援情報検索サイト
電話、メール、SNSなど様々な方法
　の相談窓口を紹介しています。

●こころの体温計
インターネットで無料のストレス
　チェックができます。
※使用料は無料、別途通信料が発生

●毎月20日は「こころの健康相談日」です
○受付時間＝9:30 ～ 11:30、13:00 ～ 14:30
○相談場所＝市保健相談センター
※  20 日が休日（土・日曜日、祝日）の場合は休日明け
の平日

※相談は予約制

問市保健相談センター　☎0994-41-2110

▲厚生労働省
　SNS相談案内

▲支援情報
　検索サイト

▲こころの
　体温計

農地の売買等に係る許可
基準が変更されます

　農地等を効率的に利用するために売買・贈与・賃借
等を行うには、農地法第３条の許可が必要です。
　４月１日から「農業経営基盤強化促進法等の一部を
改正する法律」が施行され、耕作放棄地の解消や多様
な就農を後押しすることを目的に今後の地域農業のあ
り方を見直すことになりました。
　３月１日以降に申請する農地法第３条許可申請は新
しい許可基準が適用されますので、申請する際はご注
意下さい。
●２月28日までの申請

●３月１日以降の申請

問市農業委員会事務局　☎0994-31-1131

旧農地法第３条申請に係る許可基準

① 申請する農地を含め、所有する全ての農地を効率的に利用
して耕作を行うことが認められていること
②譲受人やその家族が常時農作業に従事すること
③ 法人の場合は、農地所有適格法人の要件（農地法第３条第
２項第２号）を満たすこと
④ 今回の申請地を含め、耕作する農地の合計面積が下限面積
（4,000㎡）以上であること
⑤申請農地周辺の農地利用に影響を与えないこと

農地法第３条に係る許可基準

① 申請する農地を含め、所有する全ての農地を効率的に利用
して耕作を行うことが認められていること
②譲受人やその家族が常時農作業に従事すること
③ 法人の場合は、農地所有適格法人の要件（農地法第３条第
２項第２号）を満たすこと
④ 今回の申請地を含め、耕作する農地の合計面積が下限面積
（4,000㎡）以上であること
④申請農地周辺の農地利用に影響を与えないこと

令和４年度発行の未使用おむつ
助成券は交換手続きが必要です

　「鹿屋市かわいい孫への贈り物事業（おむつ助成券）」
の助成対象期間は発行から１年間ですが、年度をまた
ぐ場合は交換（申請）が必要です。
●交換（申請）受付開始日　４月３日（月）
●交換対象　令和4年度発行の未使用のおむつ助成券
※有効期限が令和５年３月31日（金）までのもの
●申請場所　市子育て支援課、各総合支所
● 必要なもの　母子手帳、印鑑、本人確認書類（マイ
ナンバーカード、運転免許証など）、未使用のおむつ
助成券

問市子育て支援課　☎0994-31-1134
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※ 郵送・FAX等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。

第４回あの日を忘れない
～3.18鹿屋初空襲によせて～

鹿屋市が 78年前の 3月 18日に初めて空襲に見舞われ
大きな被害が出たという歴史から、改めて平和につい
て考えるイベント
●日時　３月18日（土）　13:30 ～ 15:45
●場所　市中央公民館
● 内容　講演会、鹿屋平和学習ガイドによる花岡地区
の空襲や米軍の金浜海岸（高須町）上陸についての
報告会及び意見交換

● 演題　「第五航空艦隊司令部壕が残っていることの意
義－今の世界をみて思うこと－」
●講師 安

あんどう

藤 広
ひろみち

道 氏（慶應義塾大学教授）

問市ふるさとＰＲ課　☎0994-31-1121

３B体操のつどいinおおすみ

３B（ボール・ベル・ベルター）を利用した、誰でもで
きる体操を通じて、体を動かす心地よさや楽しさを体
感できるイベント
●日時　３月21日（火・祝）　13:00 ～ 15:30
●場所　串良平和アリーナ
●参加料　無料　
※当日参加可能

問市民スポーツ課　☎0994-31-1139

危険ドラッグ・シンナー等
に手を出してはいけません

　３月11日（土）～４月 10日（月）は「危険ドラッグ・
シンナー等乱用防止強調月間」です。
　危険ドラッグを乱用すると、おう吐・けいれん・意識
消失などが起き、死に至ることもあります。また、精
神へ影響を及ぼし、自分の意志で乱用をやめることが
できなくなる可能性もあります。とても危険な薬物な
ので、好奇心などから安易に手を出
しては絶対にいけません。
　家庭、学校、地域などそれぞれの
立場で危険ドラッグ等の薬物乱用防
止に努めましょう。

問鹿屋保健所　☎0994-52-2113

「だれどこカルタ」で楽しく
うそ電話詐欺対策をしてみませんか

　家族内で詐欺についての会話を増やし、
詐欺被害を減らしたいとの思いから「だ
れどこカルタ」を鹿児島大学研究室が開
発しました。次のホームページ等から無料
で遊ぶことができるので、家族で詐欺被
害について遊びながら学んでみましょう。

問鹿児島大学教育学部　☎099-285-7909

▲A
ア ッ プ

pp S
ス ト ア

tore ▲G
グ ー グ ル

oogle P
プレイ

lay

ものまねファクトリー
in 鹿屋

お笑い芸人の原
はらぐち

口あきまさ、ホリ、Ｊ
ジェーピー

Ｐによる爆笑も
のまねライブ
●日時 ３月18日（土）　16:00 ～
●場所 市文化会館
●入場料（全席指定）4,000 円
※当日券 500円増
※未就学児入場不可
● 販売所 市文化会館、リナシ
ティかのや３階売店
※ 市文化会館ホームページから
電子チケット購入可

問市文化会館　☎0994-44-5115

腎臓病リスク軽減に
取り組みましょう

問市健康保険課　☎0994-35-1014

　腎臓病の早期発見と予防のため、毎年３月第２木曜
日が「世界腎臓デー」と定められています。
　慢性腎臓病（CKD）は、日本人成人の８人に１人が患っ
ているとされており、人工透析が必要な腎不全や脳卒
中・心筋 塞などの発症リスクも高くなる病気です。
●慢性腎臓病リスク軽減のための取り組み
○ たんぱく質や塩分をとり過ぎない
ようにしましょう
○運動習慣を身に付けましょう
○禁煙に努めましょう ▲日本高血圧学会

　ホームページ

▲研究室ホーム
　ページ

nformationnformation
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点在する六地蔵塔

　

鹿
屋
の
各
所
に
六
地
蔵
塔
が
建
て

ら
れ
て
い
る
の
は
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
六
地
蔵
塔
と
は
、戦
で
亡
く
な
っ

た
人
や
故
人
を
供
養
す
る
た
め
に
作

ら
れ
た
供
養
塔
で
、
六
角
形
の
塔
の

各
辺
に
６
種
類
の
地
蔵
が
彫
ら
れ
た

塔
の
こ
と
で
す
。
仏
教
に
お
い
て
人

間
は
死
後
に
六
道（
地
獄
、
畜
生
、

餓
鬼
、
修
羅
、
人
間
、
天
）
を
輪
廻

転
生
す
る
と
い
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
に
対
応
し
て
い
る
地
蔵
が
人
間
を

救
済
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
内
に
は
、
戦
国
時
代
か
ら

江
戸
時
代
に
墓
地
に
隣
接
し
て
建
て

ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
田
崎
町
、
川

東
町
、
永
野
田
町
、
南
町
、
白
水
町
、

高
隈
地
区
を
は
じ
め
輝
北
町
、
串
良

町
、
吾
平
町
の
各
地
に
点
在
し
、
20

基
以
上
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
蔵
が
３
体
彫
ら
れ
た
地
蔵
塔
が
２

基
１
対
で
置
か
れ
て
い
る
も
の
や
、

平
面
の
石
に
六
地
蔵
が
彫
ら
れ
て
い

る
も
の
が
あ
る
な
ど
、
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
富
ん
で
い
ま
す
。

　

地
蔵
に
対
し
て
の
信
仰
は
、
仏
教

の
広
が
り
と
共
に
神
道
や
地
域
の
土

着
信
仰
と
結
び
付
き
ま
し
た
。
昔
話

「
か
さ
じ
ぞ
う
」で
も
地
蔵
が
登
場
す

る
な
ど
、
中
世
以
降
の
民
衆
に
と
っ

て
馴
染
み
深
い
信
仰
と
な
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
明
治
期
の

廃は
い
ぶ
つ仏

毀き
し
ゃ
く釈

に
よ
っ
て
、
多
く
の
寺
院

や
仏
像
が
鹿
児
島
県
か
ら
姿
を
消
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
破
壊

の
手
を
逃
れ
た
六
地
蔵
塔
は
今
で
も

故
人
を
弔
い
続
け
て
い
ま
す
。

school

細山田中学校

永
な が た

田  一
いっしん

真 さん （２年生）

周りからの人望が厚く、 ２年連続生

徒会の副会長を務める。 明るくメリ

ハリのある性格で、 友達に色々なこ

とを教える機会も多く、 面倒見が良

い。 好きな教科は美術と保健体育。

家
族
全
員
が
剣
道
経
験
者
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
私
は
小
学
２
年

生
か
ら
剣
道
を
し
て
い
ま
す
。
小
学
校

時
代
は
、
細
山
田
小
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
所
属
し
、
中
学
校
か
ら
は
部
活
動

と
し
て
続
け
て
い
ま
す
。

　

剣
道
を
始
め
て
７
年
に
な
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
で
な
か
な
か
試
合
が
で
き

な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
も
思
い
出
に
残
っ
た
試
合
は
、
小
学

６
年
生
の
と
き
の
新
人
戦
。
団
体
戦
で

私
は
大
将
と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
ま
し

た
。相
手
チ
ー
ム
と
は
互
角
の
戦
い
で
、

決
着
は
大
将
戦
へ
。３
本
先
取
制
の
中
、

先
に
相
手
に
２
本
取
ら
れ
て
追
い
込
ま

れ
ま
し
た
が
、何
と
か
２
本
取
り
返
し
、

最
後
の
立
ち
合
い
で
は
見
事
「
面
」
で

一
本
を
決
め
、
新
人
戦
３
位
と
い
う
結

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
空
手
や
柔
道
な
ど
他
の
武
道
に
も
触

れ
な
が
ら
、
武
道
を
通
し
て
身
体
と
心

を
鍛
え
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

after

▲ 下高隈町柚
ゆのきばる

木原に

現存する市内最古

の六地蔵塔

▲ 地蔵は風化しつ

つも当時の様相を

保っている

タイム トラベルタイム トラベル
～温故写新～

昔、鹿屋で起きた出来事にクローズアップ！

誰でも持っている「別の輝く顔」にフォーカス 放課後は

の顔別別
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i n fo rmat ionin fo rmat ion

N
ニ ュ ー

ew S
スタイル

tyle H
ハ ッ ス ル

ustle K
カ ノ ヤ

ANOYA 代表
メイプルキッズダンススクール 講師

さ
ん千

ち ば

葉 愛
あ い

　

５
歳
か
ら
22
歳
ま
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
を
習
っ
て
い
て
、
高
校
生
の
頃
に

は
バ
レ
エ
教
室
で
子
ど
も
達
に
教
え

な
が
ら
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
23
歳
の
時
に
見
た
テ
レ
ビ
番
組

で
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
格
好
良
さ
に
感

動
。
そ
の
チ
ー
ム
が
鹿
児
島
市
内
で
開

い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ

と
で
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン

ル
の
１
つ
で
あ
る
「
H ハ

ウ

ス

O
U
S
E
」
や

「
W ワ

ッ

ク

A
A
C
K
」
等
を
専
門
的
に
学
び

た
い
と
思
い
上
京
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

東
京
で
は
週
に
５
回
の
レ
ッ
ス
ン
や

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
が
ら
、
飲
食
業

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
従
業
員

と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ

の
担
当
販
売
エ
リ
ア
で
売
上
成
績
を
36

位
か
ら
２
位
に
上
昇
さ
せ
た
経
験
も
あ

る
な
ど
、
ダ
ン
ス
と
並
行
し
な
が
ら
も

仕
事
の
結
果
も
つ
い
て
く
る
中
で
「
得

意
な
こ
と
を
人
の
た
め
に
活
か
す
こ

と
」
の
楽
し
さ
を
学
ん
だ
日
々
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

得
意
な
食
と
ダ
ン
ス
で
鹿
屋
の
ま
ち

お
こ
し
を
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

夫
と
の
結
婚
を
機
に
４
年
前
に
帰
郷
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
た
、
最
新
の

ペ
ア
ダ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン
ル
「
N
e
w

S
t
y
l
e

H
u
s
t
l
e
」(
以
下

「
N
S
H
」)
を
鹿
屋
で
夫
と
共
に
学

び
、
練
習
を
積
み
ま
し
た
。
N
S
H
は

未
経
験
者
で
も
楽
し
く
踊
れ
て
、
踊
っ

た
後
に
自
然
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
が
出
る
よ

う
な
自
由
な
ス
タ
イ
ル
の
ダ
ン
ス
で
、

鹿
屋
の
人
達
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
N
S
H
を
ぜ
ひ

鹿
屋
で
広
め
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
く

よ
う
に
な
り
、
ダ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
N
S
H

K
A
N
O
Y
A
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
大
人
が
い

き
い
き
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
様
子
を
見

せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
に
夢
と
希
望
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
ダ
ン
ス
を
教
え
た
り
イ

ベ
ン
ト
に
出
演
し
た
り
す
る
中
で
子
ど

も
の
夢
を
実
現
す
る
手
助
け
、
ま
さ
に

「
夢
の
か
け
は
し
」
に
な
れ
る
よ
う
、

ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い
を
原
動
力
に

し
て
努
力
し
続
け
た
い
で
す
。

鹿屋市出身。23歳で上京し４

年前に帰郷。上京中でも鹿

屋のことをひと時も忘れたこ

とが無いほど鹿屋が大好き。

飲食業の経験から創作料理が

得意。モットーは「D
ダ ン ス

ANCE＝

L
ラ イ フ

IFE」で、つらいことも嬉し

いことも、ダンスを通じて表

現することが楽しくてたまら

ないと語る。

▼▼II
イ ン ス タ グ ラ ムイ ン ス タ グ ラ ム

nstagramnstagram

【右】令和４年10月23日には、大隅湖レイクサイドフェスティバルでメイプル

キッズダンススクールの生徒たちと出演

【中】夫もダンサーで、WAACKダンスの先駆者である千
ち ば

葉 真
し ん ご

吾 さん

【左】令和４年12月４日に開催された、西大手町のC
ク リ ス マ ス

HRISTMAS M
マ ー ケ ッ ト

ARKETでの

ステージの様子

A bridge of dreamA bridge of dream

かけ橋のかけ橋のののの
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　読者の皆様からいただいたお
便りの中から、ご意見や情報な
どを紹介します。

Mai l

読
者
の
ひ
ろ
ば

１
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
鹿
屋
よ
か

も
ん
商
店
市
に
家
族
で
で
か
け
ま

し
た
。
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
、
商
品
券
も
と
て
も
お
得
感
が
あ
り
ま

し
た
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
新
た
な
食

品
を
目
に
し
た
り
、
実
際
に
購
入
し
て
み

て
、
鹿
屋
の
食
材
は
ま
だ
ま
だ
新
た
な
食

の
可
能
性
が
追
求
で
き
る
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。
来
年
以
降
の
開
催
も
期
待
し
ま

す
！
(
寺
山
シ
ー
ザ
ー
さ
ん
・
男
性
)

　
「
鹿
屋
よ
か
も
ん
商
店
市
」は
市
内
事
業

者
が
製
造
・
加
工
・
販
売
す
る
食
関
連
商

品
の
認
知
度
向
上
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
商
品
券
は
イ
ベ
ン
ト
前
日
に
完
売

し
、
当
日
は
38
事
業
者
の
自
慢
の
逸
品
を

求
め
て
、
多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
会
場
は
笑
顔
と「
お
い
し
い
」
と
い

う
声
で
あ
ふ
れ
、
改
め
て
鹿
屋
の「
食
の

力
」
の
大
き
さ
を
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も「
鹿
屋
よ
か
も
ん
商

店
市
」
を
は
じ
め
、
鹿
屋
の
魅
力
を
皆
様

に
伝
え
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
ま

い
り
ま
す
。

最
近
ハ
マ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
焼
き

芋
を
自
分
で
作
る
こ
と
！
庭
の
片

隅
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
で
か
ま
ど
ら
し
き

も
の
を
作
り
ま
し
た
。
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
が

流
行
し
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す

が
、
寒
い
中
わ
ざ
わ
ざ
外
で
？
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
一
度
や
っ
た
ら
も
う
や
み
つ

き
。
風
が
吹
い
て
も
火
の
暖
か
さ
を
感
じ

た
り
、
幼
い
こ
ろ
に
風
呂
を
沸
か
し
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
り
、
そ
し
て
焼
き

芋
の
お
い
し
さ
に
最
高
の
笑
顔
が
溢
れ
ま

す
。(
シ
ェ
リ
ー
メ
イ
さ
ん
・
女
性
)

　

寒
い
日
に
落
ち
葉
焚た

き
で
さ
つ
ま
い
も

を
焼
く
。
昔
懐
か
し
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
、
最
高
に
お
い
し
い
で
す
よ
ね
。
ま

た
、
焚た

き

火
に
は
炎
の
ゆ
ら
ぎ
と
木
が
爆は

ぜ

る
音
な
ど
に
よ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ

る
そ
う
で
す
。キ
ャ
ン
プ
が
人
気
な
の
は
、

お
い
し
い
食
材
を
好
き
な
よ
う
に
料
理
で

き
る
気
軽
さ
と
、
心
地
よ
い
環
境
が
理
由

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
、
か

の
や
紅
は
る
か
で
焼
き
芋
づ
く
り
に
挑
戦

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

12
月
24
日
の
霧
島
ヶ
丘
公
園
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ナ
イ
ト
２
０
２
２
に
、
家

族
３
人
で
出
掛
け
ま
し
た
。
５
歳
に
な
る

娘
は
、
去
年
ま
で
は
街
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
見
て
、
怖
い
と
言
い
な
が
ら
泣

い
て
い
ま
し
た
が
、
綺
麗
な
花
火
や
色
と

り
ど
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
写
真

を
撮
っ
た
り
、
手
を
つ
な
い
で
い
い
思
い

出
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
成
長
は
早

い
も
の
で
、
来
年
は
小
学
校
入
学
で
す
。

一
日
一
日
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
健
や
か

に
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。(
ア
ー

ニ
ャ
さ
ん
・
男
性
)

　

子
ど
も
の
成
長
は
早
い
も
の
で
、
知
ら

な
い
う
ち
に
い
つ
の
間
に
か
大
き
く
な
っ

て
い
き
ま
す
よ
ね
。
子
ど
も
が
ご
両
親
や

周
り
の
人
た
ち
の
愛
情
に
囲
ま
れ
の
び
の

び
と
成
長
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
、

市
で
は
、
第
２
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
の
基

本
目
標
の
一
つ
に「
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
」
を
掲
げ
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、

子
育
て
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
安
心
し
て

「
か
の
や
っ
子
」を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
子
育
て
は
未
来
の
人
材
を

育
て
る
重
要
な
営
み
で
す
。
全
て
の
子
ど

も
た
ち
を
大
事
に
守
り
育
て
て
い
き
た
い

も
の
で
す
ね
。

「
初

詣
で
吾
平
山
上
陵
を
訪
れ
る
の
は

な
ぜ
？
」
の
カ
ノ
ヤ
ノ
ト
リ
セ
ツ

を
読
ん
で
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
〜
と
、
こ

の
年
齢
に
な
っ
て
初
め
て
知
り
ま
し
た

(
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
父
母
と
お
参
り
し
て

い
た
の
に
)。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
！
今
年
も
広
報
か
の
や
の
楽
し
い
記
事

を
期
待
し
て
い
ま
す
。(
ｋ
ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
・

女
性
)

　

世
界
は「
な
ぜ
？
」
に
あ
ふ
れ
て
、
分

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
。
人
生
は
知

的
探
究
心
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
る
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
物

事
に
つ
い
て
の
好
奇
心
が
薄
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ｋ
ａ
ｋ

ｉ
さ
ん
の
よ
う
に
、
そ
う
な
ん
だ
！
そ
う

だ
っ
た
の
か
！
と
喜
び
を
得
ら
れ
る
豊
か

な
人
生
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
広
報
か

の
や
は
、皆
様
の
ふ
と
し
た
疑
問
解
消
や
、

知
的
探
究
心
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
日
々

邁ま
い

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

フォトネタ !フォトネタ !

１月末に襲来した 10 年に 1 度の強
烈寒波により、霧島ヶ丘公園の水飲
み場に芸術的なつららが誕生。西風
を受けて斜めに伸びています。

霧島ヶ丘公園のつらら霧島ヶ丘公園のつらら

March  2023 ｜ 24



皆さんからの

お便りを募集

V o i c e

〒 893-8501

  鹿屋市共栄町 20-1

　政策推進課

「読者のひろば」 係

  ☎ 0994-31-1123

　広報誌への感想や取り上げてほ

しい話題のほか、 市へのご意見、

地域のイベントや写真など多くの

情報をお寄せください。

　お便りの中から、 抽せんで特産

品等をプレゼントします。 たくさん

のご応募お待ちしています！

※ 掲載時に原稿の一部を手直しす

る場合もあります。

Vol.412

８ ９ ３ ８ ５ ０ １

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　  「読者のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要

プレゼント

男　・　女

クイズの答え

広報かのや

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

失
い
ま
す
が
、
翌
年
串
良
町
柳
谷
町
内
会

と
親
交
の
あ
っ
た
福
島
県
三み

は
る春

町
の
会
社

か
ら
、
復
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
日
本

三
大
桜
の
一
つ「
三
春
滝
桜
」
の
苗
木
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
複
数
の

団
体
や
個
人
か
ら
苗
木
の
寄
贈
を
受
け
る

な
ど
、
多
く
の
方
々
の
善
意
で
支
え
ら
れ

て
き
た
同
公
園
に
は
、
現
在
千
本
を
超
え

る
桜
が
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
ま
た
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

す
。
春
の
訪
れ
を
味
わ
い
に
、
家
族
や
仲

間
と
桜
の
名
所
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

古
来
よ
り
日
本
人
に
愛
さ
れ
て
き
た

桜
。
鹿
屋
市
で
は
、
古
く
は
鹿
屋
八
景
に

も
記
載
の
あ
る
笠
之
原
町
の
玉
山
神
社
が

名
所
と
し
て
有
名
で
し
た
。
近
年
で
は
、

霧
島
ヶ
丘
公
園
や
鹿
屋
中
央
公
園
、
吾
平

山
陵
公
園
な
ど
桜
を
楽
し
め
る
場
所
が
増

え
、
た
く
さ
ん
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

市
内
ス
ポ
ッ
ト
の
中
で
も
、
県
内
外
か

ら
特
に
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
が

串
良
平
和
公
園
の
桜
並
木
で
、
戦
時
中
に

滑
走
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
２
本
の
直

線
道
路
を
中
心
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
の

品
種
が
並
び
ま
す
。
同
公
園
へ
の
最
初
の

植
樹
は
昭
和
46
年
。
関
西
に
移
住
し
た
串

良
町
出
身
者
が
関
西
串
良
会
の
設
立
記
念

事
業
と
し
て
、
数
年
に
渡
り
二
千
本
近
く

の
苗
木
を
持
ち
込
み
植
樹
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
以
後
、「
関
西
桜
通
り
」
と

命
名
さ
れ
、
同
公
園
は
桜
の
名
所
と
し
て

名
を
馳
せ
ま
す
が
、
平
成
28
年
の
台
風
16

号
で
約
３
０
０
本
が
倒
木
。
多
く
の
桜
を

市内の桜の名所といえば、
どこが有名ですか？

日本三大桜に数えられる滝
たきざくら

桜

　滝桜は、大正11年10月12日に桜の木とし

ては初めて国の天然記念物に指定された名

木です。開花期には四方に伸び

た枝から、薄紅色の小さな花を

無数に咲かせる様はまさに流れ

落ちる滝のように見えることか

ら「滝桜」と呼ばれるようになっ

たと言われています。

　市内にある桜の名所

▶1,000本以上

串良平和公園

▶400本以上

霧島ヶ丘公園

▶100本以上200本以下

吾平桜並木公園

▶100本以下　

　鹿屋中央公園、　吾平山陵公園、 鹿屋

運動公園、 城山公園、 県民健康プラ

ザ広場、 小塚公園、　田崎みどりの広

場、 鶴羽城山公園　など



ご協力ありがとうございました。

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽せん・賞品（賞品引換券）の

発送・アンケート統計以外の目的で使用することはございません。

お便り＆メッセージ

✂キリトリ線
編 集 後 記

ふとした瞬間に口をついて出て

しまう方言。私は福井県の大

学だったので、笑われたりもしまし

た。「押しピン」「カットバン」さえも

通じないとは…（下曽山）

るんるん気分で臨んだ登山ガイ

ドの取材。山が好きなので寒

い中頑張りました。千葉さんの取材

も六地蔵塔を調べるのも楽しかっ

たので仕事もるんるんです（堂込）

さくらを見るのが毎年の楽しみ。

以前、廃れた神社の前で人知

れず豪快に咲く姿を見てから好き

になりました。今年は行ったことの

ない名所に行ってみます（久冨木）

とにかくまずは身体が資本。ま

だフレイル予防という年齢で

はないですが、良い仕事の前に良

い身体づくりということで、毎朝２

km歩いて出勤しています！（櫛間）

月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医
鹿屋市医師会　　　　　　  診療時間 8:30 ～ 18:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

３月 ５日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

12日
 伊東クリニック 札元２丁目 43-3500
やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 音和クリニック 寿５丁目 36-8863

19日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 池田病院 下祓川町 43-3434

21日
 こだま共立クリニック 寿５丁目 43-2510
おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

26日
 前田内科 本町 42-2175
やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

４月 ２日
 園田クリニック 旭原町 43-8181
 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

肝属東部医師会　　　　 　 診療時間 9:00 ～ 17:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）
３月 5日 黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878
 12日 ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
19日 山路医院 東串良町池之原 63-2134
26日 高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171

４月 2日 しんみょうず内科・脳神経内科 吾平町麓 45-4030

大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119

平日／午後 5 時から夜間救急当番医を案内

※ただし、 火災発生時は一時火災情報に変わります。

休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

3

鹿屋市歯科医師会　　　　  診療時間 9:00 ～ 15:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）
３月 5日 ひらたデンタルクリニック 札元１丁目 45-4929
 12日 水口歯科医院 寿２丁目 43-4635
19日 吉留歯科医院 旭原町 42-3708
21日 あさい歯科 笠之原町 41-5100
26日 安楽歯科 寿５丁目 44-2220

４月 ２日 あおぞら歯科 西原１丁目 36-5688

普段、認可保育所等を利用している人が、休日（日曜日・祝日）に保育が必要となった場合に利用

できる「休日保育」の令和５年度利用登録が３月１日（水）から始まります。

日保育の利用登録受付が
３月から始まります 問市子育て支援課　☎0994-31-1134休

※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることが

　 あります。 各医療機関にご確認のうえ受診してください。

▲市ホームページ

●利用方法

STEP①　 事前登録を行う（利用にSTEP①　 事前登録を行う（利用に

は毎年度登録が必須）は毎年度登録が必須）
↓

↓

市子育て支援課又は各総合支所で登録手続きを行い、アカウント

仮登録用URLにアクセス後、利用児童の登録を行う。

STEP②　予約するSTEP②　予約する

STEP③　利用するSTEP③　利用する

インターネットで予約　※利用者多数の場合は予約できない場合有り

○実施施設 認定こども園大黒保育園分園 愛育園（新川町）

　　　　　　☎0994-45-3078（大黒保育園本園）

○利用時間 7:30 ～ 18:00

○利用料 １日 1,000 円　※実施施設に納入

Healthy LifeH

健

ふい

康

ら



〒893-0013 鹿屋市札元2丁目3661番

TEL 0994-45-6172

3年連続首位達成！

2020年度 鹿児島県
注文住宅完工ランキング

第 位１
2018年、2019年、2020年

※東京経済株式会社 鹿児島支所調べ

『完全』自由設計

勤務時間
7:30～16:30

詳細はお気軽に電話でおたずねください。
【連絡先】0120-564-240

〒892-0823
鹿児島市住吉町1-3 株式会社 芙蓉商事

鹿屋医療センター
清掃社員募集

木下製粉場鹿児島県鹿屋市野里町2805
TEL 0994-42-4332

椨葉（線香原料）、
椨畑買取します。

た　　ぶ

休耕地、管理が大変な
畑等もご相談ください。

電話 0994-31-8444

ご相談・
お問い合わせ

鹿屋市古里町533（花岡学園前） HP ：hanaokasousai.com

葬儀
プランから

プランを17万円プランより）
※価格は税込表示

家族葬は花岡 たびだち会（お特な会員）
入会 5,000円

５万円引き
 －事前相談お越しください－

ご相談・
お問い合わせ

鹿屋市古里町533（花岡学園前）HP：hanaoka

ン
葬儀
プラン

家族葬は花岡 だたびだ
会入

－事前相談お越しください－
広告価格で葬儀代足りるの？

実は足りません。
他に費用がかかります。

だからこそ事前相談・会員制度
の活用をお勧めします。

　広告のひろばは、 各事業所の広告を掲載することで、 市民の皆さんへの情報提供

を目的としています。 また、 市の自主財源確保の一環として行っています。

　広告に関するお問い合わせは、 印刷会社、 市政策推進課にお問い合わせください。

㈱綜合印刷
☎ 0994-43-2093

広告 のひろば
毎月約 40,000 部を発行する　　　　　　　　　　に広告を掲載しませんか ‼広報かのや広報かのや
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　年齢を重ねると体の力が弱くなり、
外出する機会が減少しがちです。病
気にならないまでも手助けや介護が
必要となる状態を「フレイル」と言い
ます。いつまでも元気で健康でいる
ために、今からできるフレイル予防
に取り組んでみませんか？？

Present
This Month's Gift

～リナシティかのやの「リナシアター」で映画を見よう！～～

プレゼント

クイズ

特別割引券
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※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

問リナシティかのや ☎0994-35-1001

※18 歳未満の方は、終映が19
時を過ぎる上映回には必ず保護
者同伴のうえ、ご入場ください。

◀MOVIE
　でかのや

（C）「すずめの戸締まり」製作委員会

割引券をお持ちの人は
300円（高校生以下は
200円）を割引します。
※60歳以上の人は割
　引対象外です。

季節のスムージー（５名様）
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すずめの戸締まり
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　アイデアと工夫で新たな味わいを生み出す下祓川町のベジ
ショップトッキーさん。廃棄野菜を利用するなどSDGｓにも
取り組みながら生まれるスムージーは、無添加かつやさしい
自然本来の味わいで、野菜不足や便秘の解消にもぴったり！
今回は「季節のスムージー」を５名様にプレゼントします！

※１種類のみ

Ｑ.市内の桜の名所として知られる串良平和公園に

　桜の植樹が初めて行われたのはいつ？

　「昭和○○年」
　　※○○に入る２文字の答えは、この広報誌のどこかに

　　　あります。

   応募期限
３/2727㊊

【応募方法】25･26 ページのはがきに、クイズ
の答えと、「読者のひろば」へのお便りをお寄せ
ください。応募者の中から抽せんで５名様にプレ
ゼントします。なお、当せん者の発表は、賞品
引換券の発送をもって代えさせていただきます。
（２月号の答え：シア）

　2月４日から２日間公演された高校生ミュー
ジカル「ヒメとヒコ」。当日は高校生たちの輝きを見
ようと多くの人が訪れ、２日間で931人の来場者を
記録しました。今回は高校生活を舞台に注いできた、
高校生たちの熱演の舞台裏に密着します。

　国境や世代の垣根を超え、
世界中を魅了し続けるアニ
メーション監督・新

しんかい

海誠
まこと

。全
世界が待ち望む最新作『すず
めの戸締まり』は、日本各地
の廃

はいきょ

墟を舞台に、災いの元
となる“扉”を閉めていく少
女・すずめの解放と成長を描
く現代の冒険物語。

　   鑑賞料
 一般／1,800円

 大学生／1,500円

 高校生以下／1,000円

60歳以上／1,200円

　   上映時間（122分）
　 ①10時～　 ②13時～

 ③16時～　 ④19時～

3/3 ㊎ ～ 5/4 ㊍

すずめの戸締まり


